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坂庭淳史氏 博士（文学）学位請求論文 
論文題目「フョードル・チュッチェフ研究 
――１９世紀ロシアの「自己意識」」 
審査報告要旨 
 
坂庭淳史氏の学位請求論文の基礎になったのは、日本ロシア文学会誌「ロシア語ロシア
文学研究」に採られた３編の論文「チュッチェフ『デニーシエヴァ・シリーズ』における
合一の変奏」（2000 年）、「ネクラーソフ論文『ロシアの二流詩人たち』をめぐって」（2002
年）、「アルセーニー・タルコフスキーの詩における『私』」（2004年）をはじめ、「詩『1837
年 1月 29日』チュッチェフから見たプーシキン」（1998年）、「ロシア再生に向かって」（1999
年）、「チュッチェフ『シレンチウム！』再考」（2000年）、「ロシアにおけるシェリング哲学
―その受容と展開について」（2001年）、「他者の眼―チュッチェフの作品における自己
意識について」（2001年）、「ロシア詩によるシェリング哲学の受容」（2002年）、「19世紀中
期のロシアの『キリスト』」（2004年）の 10編の論文であり、そのうちの５編が全国学会誌
に掲載されたものである。本論文はこれらを改訂しつつ、より総合的な視点で発展させ、
1000 枚を超える大きな論文としてまとめたものである。坂庭氏は 1999 年に日本ロシア文
学会で学会報告奨励賞を受けるなど、学界で高い評価を受けている若手研究者である。 
 本論文は序章と終章を含む8つの章から成っている。 
序章では対象となるロシアの詩人フョードル・チュッチェフ（1803－1873）に関する先
行研究と本論の研究の特徴が書かれている。本研究の特徴として、この詩人の著作を主な
研究対象としつつ、周辺で活躍したロシア内外の文学者や思想家との比較を通して、19 世
紀ロシアにおける「自己意識」の変遷を、さらには 19世紀ロシア独自の文学と社会との関
係を明らかにすることが示される。第 1 章ではチュッチェフの詩と思想家チャアダーエフ
を検証することから、周囲から孤立した「卑小」な存在というロシア人の「自己意識」が、
19 世紀のロシア文学とロシア思想にジャンルを超えて強く表現されていることを論証する。
第 2章では 1820年代から 40年代のチュッチェフの抒情詩の分析を通して、自然と人間の
関係は同心円を描くものであり、人間の足元には支えがなく深淵が広がっていること、「自
己」と「他者」のコミュニケーション観に関わって、「自己」の内部にも「不可解さ」が見
出されていることが論証される。第 3 章ではドイツの哲学者フリードリヒ・シェリングの
思想の 19世紀ロシアにおける受容の多様性が論じられる。第 4章では外交官、政治思想家、
検閲官としても活躍したチュッチェフの政治論文が詳細に分析され「一つの世界には二つ
の独自の原理が存在し、一方には他方が理解不可能な部分がある」という「他者」を考え
る上での基本構造が取り出される。第 5 章では円熟期の作品群「デニーシエヴァ・シリー
ズ」においてヒロインとの魂の合一を通して、「自然と人間との合一」が取り戻される有様
が分析され、これまでは恋愛詩として、自然を描いた前期の哲学詩とは別に考えられてき
たこのシリーズに深い哲学性が潜んでいることを立証する。第 6章では特に 1855年の著作
に焦点をあて、信じるという不可解さをふまえた行為がフョードル・ドストエフスキーや
アンドレイ・タルコフスキーまで繋がる信仰の系譜の上にあることを論証する。終章では
本論文で扱われた「私」をめぐる「私と他者」「ロシアと西欧」「私と自然」「私とロシア」
という４つの関係を通覧しながら、チュッチェフの著作において「不可解さ」が自己に対
して、他者に対して、ロシアに対しても存在の重要な根拠となっていることを示している。 
本論文に対して審査委員会では、ロシア正教文化との関係についてより深く論じられる
べきこと、19 世紀ロシア文化全体を見渡すなかでさらに広く論を展開すべきことが指摘さ
れた。 
 最終的に本論文については以下の諸点が高く評価された。第一点として、本国ロシアで
もようやく本格的な研究がなされようとしているこの重要な詩人チュッチェフに、日本で
初めて正面から取り組み、国内外の最新の研究を厳密に検証しつつ論じたパイオニア的な
仕事であること。第二点として、本国の研究も含め、これまでのチュッチェフ研究にあっ
ては別々に論じられることが多かった抒情詩と政治論文を一つの共通の視点で読解し、著
作を一貫したプロセスとして描き出すことに成功している点に独創性があること。第三点
として、19 世紀ロシア文学には西欧との関係で見る者、見られる者という問題設定を共有
する表現者の系譜が存在するが、これにチュッチェフを有機的に組み込むことで一つの論
理的展開として明らかにしていること。第四点としてチュッチェフとシェリング哲学との
関わりを日本で初めて詳しく取り上げ分析していること。第五点としてチュッチェフの検
閲に対する態度をも視野に入れたこと。第六点として、問題を現代ロシアの表現者たちに
も投影してロシア文化への大きな視点を新たに提出していること。これらが確認された。 
よって、本論文は、博士（文学）早稲田大学の学位を授与するに価するものと判断する。 
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